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共通教育は一体何のためにあるのか…。大学に
は専門分野のことを学びに来ているのに、それと
は全く関係のない分野を学ぶ必要があるのか…。
大学に入学した当初は、共通教育に対してそのよ
うな見方をしていた。しかし3年間を通して共通
教育を履修して、そのような見方がすっかり変わ
ってしまった。履修することによって共通教育の
良い点や改善したほうがいいと思った点が自分の
中で浮き彫りになった。
まず良いと思った点は、福井大学独自の制度で
ある 「副専攻」である。専門分野以外の知識や能
力を増 し加える上で、このような制度は非常に有
効だと思う。実際この制度のおかげで、僕自身の
共通教育に取り組む姿勢がより前向きになったと
感じている。副専攻を修得しなくても卒業はでき
ると言ってしまえばそれまでだが、ある異分野に
関して集中して学ぶという積極的な姿勢は、卒業
後社会に出ても決して無駄にはならないことだと
思う。そのような姿勢を持つうえでこの制度はと
ても助けになった。
次は改善したほうがいいと思った点であるが、
それは履修する時間帯である。週に3日共通教育
を学ぶ日があるが、どの日も1限目か2限目であ
る。朝一番の授業は眠たくて集中力が欠けること
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が多い。そのような時間帯に共通教育の時間を持
ってくるのは、せっかく学ぼうと思っていること
も十分に学べないこともあり、もったいないよう
な気がする。とりわけ建築建設工学科の学生に言
えることかもしれないが、夜遅くあるいは徹夜で
作業することの多い学生にとって、翌朝一番の授
業ほど辛いものはないと思う。なので時間帯を遅
くすることで少 しでも多くの学生が十分に学ぶこ
とができると思う。
以上のように良い点 ・改善 したほうがいいと思
った点をまとめたが、結局一番大事なのは自分自
身の"や る気"だ と思う。何をするにしてもそう
だが、自分のやる気や強い意欲がないとなかなか
物事は進まない。逆にそういうものを自分のうち
にしっかりと持っているなら、少々辛いことや大
変なことがあっても乗り越えられると思う。共通
教育では専門知識だけでなく、このような物事に
対する取り組み方についても学ばされた気がす
る。僕自身はもうすぐ卒業で共通教育を学ぶ機会
はもう二度とないかも知れないが、これから学ぶ
ことのできる学生には強い意欲を持ちつつ、そし
て授業を無駄にすることなくいろんな分野の知識
や能力を増し加えてレベルアップしていってほし
いと思う。
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